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［
資
源
活
用
課
］
平
成
二
十
八
年
三
月
十
七
日

に
長
野
市
の
ホ
テ
ル
国
際
21
に
お
い
て
、
長
野

県
県
産
材
振
興
対
策
協
議
会
土
木
用
材
利
用
推

進
部
会
主
催
の
「
公
共
事
業
に
お
け
る
木
質
土

木
用
材
を
活
用
し
た
優
良
工
事
事
例
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
行
わ
れ
、
長
野
県
内
の
各
森
林
管
理

署
、
南
木
曽
支
署
、
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

を
は
じ
め
県
の
出
先
機
関
等
か
ら
応
募
の
あ
っ

た
十
五
件
の
中
か
ら
七
工
事
が
審
査
で
優
良
事

例
と
し
て
選
定
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
知
事
賞
は
、
上
伊
那
地
方
事
務
所
の

「
木
工
沈
床
」、
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
は
、
千

曲
川
河
川
事
務
所
の
「
根
固
め
工
」、
長
野
県

治
山
林
道
協
会
長
賞
は
、
北
信
森
林
管
理
署
の

「
木
製
校
倉
式
谷
止
工
」、
長
野
県
森
林
組
合
連

合
会
長
賞
は
、
南
木
曽
支
署
の
「
丸
太
残
存
型

枠
工
・
丸
太
沈
床
工
・
丸
太
筋
工
」、
長
野
県

木
材
協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
賞
は
、
中
信
森

林
管
理
署
の
「
景
観
工
（
木
質
修
景
工
）
」、

長
野
県
県
産
材
振
興
対
策
協
議
会
会
長
賞
は
、

東
信
森
林
管
理
署
の
「
丸
太
積
工
」
と
上
伊
那

地
方
事
務
所
の
「
丸
太
基
礎
杭
工
」
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に

「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
促
進

に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
等
に
よ
り
木
材
利
用

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
長

野
県
産
土
木
用
材
の
よ
り
一
層
の
利
用
拡
大
を

図
る
活
動
の
一
環
と
し
て
始
め
た
も
の
で
、
今

回
が
六
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

国
と
し
て
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
進
め
て
き

た
中
で
、
十
八
㌫
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
自
給

率
が
平
成
二
十
六
年
に
は
三
十
㌫
台
に
回
復
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
標
の

五
十
㌫
達
成
は
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
目
標
達

成
時
期
を
先
送
り
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
表
彰
式
に
先
立
ち
、
今

後
の
木
材
の
動
向
に
関
す
る
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
土
木
用
材
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
と
し

て
、「
丸
太
打
設
に
よ
る
液
状
化
対
策
等
」（
飛

島
建
設
沼
田
部
長
様
）
と
「
信
州
カ
ラ
マ
ツ
の

加
工
技
術
の
試
験
研
究
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

（
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
吉
田
所
長
様
）

の
熱
く
貴
重
な
講
演
が
あ
り
、
県
産
材
、
国
産

材
の
利
用
拡
大
に
向
け
て
更
な
る
気
運
が
高

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
二
月
二
十
二
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ

名
古
屋
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成

二
十
七
年
度
第
二
回
中
部
地
区
広
域
原
木
流
通

協
議
会
（
会
長
鈴
木
和
雄
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
協
議
会
は
、
国
産
材
の
安
定
的
・
効
率
的

な
供
給
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、
九
月
に
第

一
回
が
開
催
さ
れ
、
今
回
で
二
回
目
と
な
り
、

一
回
目
と
同
様
に
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
開
催
要

領
に
基
づ
く
「
地
区
別
需
給
情
報
連
絡
協
議

会
」
と
同
時
開
催
と
い
う
形
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

協
議
会
に
は
、
信
州
大
学
農
学
部
教
授　

植

木
達
人
氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
木
活
木
森
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
長　

遠
藤
日
雄
氏
の
学
識
経
験
者

を
は
じ
め
、
林
野
庁
、
中
部
森
林
管
理
局
、
県

（
長
野
・
岐
阜
・
愛
知
・
富
山
・
石
川
・
福
井

北信署の事例（長野県飯山市照岡山国有林）

表彰された皆さん

公
共
事
業
に
お
け
る
木
質
土
木
用
材
を

活
用
し
た
優
良
工
事
事
例
コ
ン
テ
ス
ト

第
二
回
中
部
地
区

広
域
原
木
流
通
協
議
会
を
開
催

第
二
回
中
部
地
区

広
域
原
木
流
通
協
議
会
を
開
催

第２回中部地区広域原木流通協議会
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県
の
六
県
）、
各
県
の
森
林
組
合
、
林
産
・
素

材
生
産
事
業
者
、
市
場
関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
各

社
等
約
六
〇
余
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
題
は
、「
森
林
整
備
・
素
材
生
産

の
事
業
予
定
量
に
つ
い
て
」、「
素
材
生
産
や
製

品
等
に
関
す
る
需
給
状
況
等
に
つ
い
て
」
等
が

行
わ
れ
、
植
木
座
長
の
進
行
で
議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
・
素
材
生
産
の
事
業
予
定
量
に
つ

い
て
は
、
行
政
機
関
の
林
野
庁
・
長
野
県
・
岐

阜
県
・
中
部
森
林
管
理
局
か
ら
、
予
定
量
等
の

報
告
が
行
わ
れ
、
個
別
の
事
業
者
か
ら
は
、
川

上
・
川
中
・
川
下
の
事
業
者
で
あ
る
愛
知
県
・

福
井
県
森
林
組
合
連
合
会
、
㈱
東
海
木
材
相
互

市
場
、
東
信
木
材
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
連
合

会
、
ウ
ッ
ド
リ
ン
ク
㈱
、
森
の
合
板
協
同
組

合
、
齋
藤
木
材
工
業
、
富
山
県
チ
ッ
プ
協
会
・

チ
ュ
ー
モ
ク
、
大
王
製
紙
、
中
越
パ
ル
プ
、
岐

阜
県
山
林
種
苗
共
同
組
合
か
ら
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、
国
有
林
へ
は
、「
林
地

残
材
が
活
用
さ
れ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
の
事

例
」、「
国
有
林
の
立
木
販
売
の
計
画
と
実
行
と

の
差
の
原
因
」
な
ど
の
質
問
や
種
苗
生
産
事
業

者
か
ら
は
、「
国
有
林
か
ら
は
計
画
的
に
発
注

い
た
だ
き
、
生
産
で
き
て
い
る
も
の
の
、
民
有

林
に
お
い
て
な
か
な
か
生
産
の
見
通
し
が
見
え

な
い
現
状
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
日
本
貨
物
鉄
道
㈱
か
ら
取
り
組

む
予
定
と
な
っ
て
い
る
丸
太
の
貨
物
輸
送
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
、
住
友
林
業
㈱
資
源
環
境
部

山
林
部
よ
り
、
委
託
調
査
事
業
の
報
告
及
び
事

務
局
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
実
施
状

況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
次
年
度
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
広
域

原
木
流
通
協
議
会
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
さ
れ
協
議
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

中
部
地
区
に
お
い
て
合
板
工
場
、
大
型
製
材

工
場
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
等
が
稼
働

し
始
め
、
長
野
県
・
三
重
県
・
愛
知
県
・
福
井

県
な
ど
で
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
が
稼

働
予
定
で
あ
る
こ
と
や
、
原
木
・
製
品
で
の
海

外
輸
出
な
ど
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

協
議
会
の
意
義
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

 

［
北
信
署
］
北
信
森
林
管
理
署
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
と
は
、
相
互
の
連
携
と

協
力
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
「
イ
ベ
ン
ト
実
施
協
定
書
」
を
平
成

二
十
七
年
四
月
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
当
署
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
と
が
共
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
戸
隠
（
～
冬
の
森
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
イ
ク
～
）
」
が
二
月
二
十
七
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
積
雪
が
約
一
㍍

ほ
ど
あ
る
戸
隠
森
林
植
物
園
内
の
鏡
池
～
随
神

門
～
奥
社
入
口
ま
で
の
約
四
・
三
㌔
㍍
の

コ
ー
ス
を
慣
れ
な
い
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
雪
上
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
十
名
で
、
四
歳
か
ら
五
十
代
後
半

ま
で
幅
広
い
年
齢
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
か

ら
、
ウ
サ
ギ
や
リ
ス
等
の
動
物
の
足
跡
や
木
の

冬
芽
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
り
、
ト
チ
の

冬
芽
を
味
わ
っ
て
み
る
等
の
体
験
を
し
ま
し

た
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
で
、
冬
の
戸
隠
の
景
色
を
撮

影
し
た
り
、
木
を
抱
き
し
め
て
み
る
な
ど
、
各

自
思
い
思
い
に
自
然
を
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
初
め
て
の
体
験
で
楽
し

か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
も
聞
か
れ
、
ま
た
元

気
に
は
し
ゃ
ぐ
子
供
達
の
声
が
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
愛
知
所
］
三
月
四
日
、
愛
知
県
設
楽
町
の
段

戸
国
有
林
内
に
お
い
て
、
低
コ
ス
ト
で
効
果
が

確
認
さ
れ
て
い
る
埼
玉
式
ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
護
柵

（
さ
い
ね
っ
と
）
の
現
地
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
勉
強
会
は
、
低
コ
ス
ト
造
林
の
取
組
の

一
環
と
し
て
、「
さ
い
ね
っ
と
」
の
開
発
業
者シカ柵（さいねっと）設置体験

戸
隠
森
林
植
物
園
で
�
共
催
イ
ベ
ン
ト
開
催

「
シ
カ
柵
（
さ
い
ね
っ
と
）
勉
強
会
」

�

を
開
催

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

木の冬芽について説明を受ける参加者
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を
講
師
に
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
の
職
員
と
造

林
事
業
に
携
わ
る
業
者
約
二
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
さ
い
ね
っ
と
」
は
、
①
従
来
の
垂
直
型

ネ
ッ
ト
か
ら
方
向
を
変
え
、
エ
プ
ロ
ン
や
ス

カ
ー
ト
の
よ
う
に
斜
め
に
長
く
延
ば
し
て
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
◎
下
を
潜
り
進
入
し
よ
う

と
し
て
も
ほ
ふ
く
前
進
す
る
距
離
が
長
く
な

り
、
ネ
ッ
ト
が
身
体
に
接
触
し
進
入
し
づ
ら

い
。
◎
シ
カ
の
足
が
抜
け
る
サ
イ
ズ
の
編
み
目

に
し
、
斜
め
に
張
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
に
足
が

絡
み
や
す
く
、
支
柱
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て

絡
む
位
置
が
よ
り
高
く
な
る
た
め
、
進
行
方
向

に
進
む
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
②
必
要
資
材
を

シ
ン
プ
ル
に
軽
量
化
し
、
資
材
費
・
施
工
費
・

運
搬
費
を
削
減
。
な
ど
の
特
徴
を
有
し
て
い
ま

す
。

　

勉
強
会
は
、
講
師
か
ら
「
さ
い
ね
っ
と
」
の

設
置
の
留
意
点
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際

に
伐
採
跡
地
へ
約
五
〇
㍍
の
設
置
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
体
験
と

あ
っ
て
設
置
に
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
講
師
の
指
導
を
受
け
真
剣
に
取
り
組
み
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
ス
ム
ー
ズ
に
設
置
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
支
柱
が
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
（
繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
従
来

の
支
柱
に
比
べ
軽
く
扱
い
易
い
。」「
わ
り
と
容

易
に
設
置
が
で
き
、
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で
き

る
」
と
い
っ
た
声
や
、「
支
柱
の
控
え
索
は
必

要
な
い
の
か
」「
支
柱
等
の
耐
久
年
数
は
」
な

ど
の
質
問
も
あ
り
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

愛
知
県
に
お
い
て
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被

害
が
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
主
伐
後
の
確

実
な
再
造
林
を
行
う
た
め
に
は
効
果
的
な
ニ
ホ

ン
ジ
カ
被
害
対
策
の
実
施
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
に
お

い
て
は
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
こ
の
「
さ
い

ね
っ
と
」
の
導
入
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

所
内
に
設
置
し
た
主
伐
・
再
造
林
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
そ
の
効
果
の
検
証

と
と
も
に
現
地
視
察
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
関

係
者
へ
の
普
及
に
も
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
平
成
二
十
六
年
七
月
に
地
域

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
南
木
曽
町
豪
雨

災
害
に
つ
い
て
は
、
当
支
署
の
ほ
か
南
木
曽

町
、
長
野
県
、
国
交
省
が
そ
れ
ぞ
れ
災
害
復
旧

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
当
支
署
で
は
計
画

し
た
治
山
ダ
ム
七
基
の
全
て
が
こ
の
三
月
末
ま

で
に
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
地
元
で
あ

る
南
木
曽
町
へ
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
役
場
で
の
報
告
に
は
、
町
長
の
ほ
か
に
担

当
職
員
も
同
席
し
、
当
支
署
か
ら
着
工
前
と
完

成
後
の
写
真
や
図
面
な
ど
で
現
場
の
復
旧
状
況

や
、
天
端
幅
が
通
常
の
二
倍
で
本
体
上
流
側
に

土
砂
を
捕
捉
す
る
ポ
ケ
ッ
ト
を
設
け
る
な
ど
新

た
に
整
備
し
た
治
山
ダ
ム
の
機
能
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
工
事
は
山
間
部
の
狭
隘
な
渓

流
で
四
機
関
に
よ
る
同
時
期
の
施
工
で
あ
っ
た

た
め
、
各
機
関
と
事
前
の
十
分
な
調
整
を
必
要

と
し
た
こ
と
や
、
中
で
も
当
支
署
の
現
場
は
流

域
最
上
部
の
急
峻
な
場
所
で
あ
り
現
地
ま
で
作

業
道
等
が
な
い
た
め
、
軽
量
残
存
型
枠
工
法
の

採
用
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
モ
ノ
レ
ー
ル
に
よ
る

資
機
材
の
搬
入
、
超
高
圧
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
（
高
低
差
一
四
〇
㍍
、
延
長

七
〇
〇
㍍
）
な
ど
施
工
に
当
た
り
工
夫
し
た
こ

と
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

町
長
を
は
じ
め
関
係
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
も

施
工
途
中
の
現
場
を
案
内
し
、
厳
し
い
地
形
や

地
質
な
ど
施
工
環
境
等
を
視
察
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
回
の
報
告
に
よ
り
当
支
署
に
よ
る

災
害
復
旧
工
事
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
、「
住
民
の
中
に
は
、
再
び
土

石
流
が
発
生
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
の

不
安
の
声
が
あ
り
、
林
野
庁
に
は
早
期
に
工
事

を
完
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い

る
」「
森
林
管
理
署
に
は
こ
れ
ま
で
も
地
域
に

と
っ
て
重
要
な
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
」
な

ど
の
感
謝
の
言
葉
と
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安

全
・
安
心
に
向
け
治
山
工
事
等
を
積
極
的
に
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
支
署
か
ら
は
、
円
滑
な
工
事
に
向
け
た
協

力
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
今
後
も
引

き
続
き
適
切
な
森
林
整
備
と
治
山
工
事
の
実
施

に
よ
り
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
の
説
明
、
さ
ら
に
は
、
事
業
実
施

に
向
け
て
の
地
域
の
協
力
等
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

南
木
曽
町
長
へ

�

災
害
復
旧
工
事
の
完
成
を
報
告

工事の完成を報告する酒向南木曽支署長
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平
成
二
十
八
年
四
月
、
八
名
の
職
員
が
採
用

と
な
り
、
管
内
各
署
等
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
。

　

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
の
抱
負
等
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

①
長
野
県　

長
野
市

②
写
真
、
自
転
車

③�

正
確
な
知
識
を
身
に
付
け
、
一
日
も
早
く
中

部
森
林
管
理
局
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

①
福
井
県　

大
野
市

②
空
手
道
（
和
道
流
）

③�

私
は
紳
士
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
常
日
頃

か
ら
努
め
ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

①
福
島
県　

石
川
郡
石
川
町

②
登
山
、
野
球

③�

一
日
で
も
早
く
、
森
林
、
林
業
、
木
材
産
業

を
支
え
る
屋
台
骨
に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

①
京
都
府　

京
都
市

②
ス
ポ
ー
ツ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

③�

新
し
い
環
境
で
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
が
、
何
事
に
も
責
任
感
を
持
っ
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
長
野
県　

北
佐
久
郡
軽
井
沢
町

②
登
山
、
散
歩

③�

慣
れ
な
い
土
地
で
も
、
積
極
的
に
地
域
の
自

然
や
人
々
と
多
く
関
わ
り
、
楽
し
く
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

①
岡
山
県　

岡
山
市

②
野
球
観
戦

③�

山
を
た
く
さ
ん
歩
き
た
い
。
署
の
和
を
乱
さ

な
い
よ
う
、
精
一
杯
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。

①
長
野
県　

上
田
市

②�

海
外
の
ド
ラ
マ
を
見
た
り
、
音
楽
を
聴
く
こ

と
で
す
。

③�

自
分
の
す
る
こ
と
に
責
任
を
持
ち
、
し
っ
か

り
と
し
た
挨
拶
を
心
が
け
て
い
き
た
い
で

す
。

①
北
海
道　

岩
見
沢
市

②
家
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

③�

先
輩
方
の
技
を
一
つ
で
も
多
く
盗
み
、
少
し

で
も
早
く
皆
様
の
力
に
な
れ
ま
す
よ
う
努
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。

◎
愛
知
県
植
樹
祭

　

５
月
14
日　

北
名
古
屋
市

◎
と
や
ま
森
の
祭
典

　

５
月
22
日　

魚
津
市

◎
森
林
管
理
署
次
長
等
会
議

　

５
月
25
日
～
26
日　

中
部
局

◎
林
業
後
継
者
大
会

　

６
月
４
日　

飯
山
市

◎
全
国
植
樹
祭
（
式
典
）

　

６
月
５
日　

長
野
市

玉
たまき

木　陽
ようすけ

祐
（北信署）

池
いけばた

端　久
く み こ

美子
（木曽署）

久
く ぼ し ま

保島　慶
よしひこ

彦
（飛騨署）

小
おはら

原　弘
ひろあき

明
（岐阜署）

山
やまのい

井　ひかる
（南信署）

目
めざき

崎　拓
たくみ

海
（東濃署）

村
むらなか

中　健
たけひこ

彦
（富山署）

栁
やぎした

下　真
ま き

紀
（技術普及課）
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 ［
富
山
署 
上
市
森
林
事
務
所
］

�

森
林
官 

山
田 

昭
仁

　

上
市
森
林
事
務
所
は
、
富
山
県
東
部
の
中
新

川
郡
上
市
町
に
所
在
し
て
お
り
、
二
市
一
町
を

管
轄
し
、
国
有
林
面
積
一
二
、三
〇
〇
㌶
、
官

行
造
林
一
一
〇
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
国
有
林
は
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
が

七
、八
八
〇
㌶
、
県
立
公
園
が
一
、九
九
五
㌶
、

併
せ
て
九
、八
七
五
㌶
と
、
全
体
の
約
八
〇
㌫

を
占
め
て
お
り
、
全
体
に
急
峻
で
あ
り
、
天
然

林
が
主
体
で
人
工
林
は
二
㌫
の
二
三
五
㌶
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
内
で
の
事
業
は
、
わ
ず
か
の
人
工
林
も
高

齢
級
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
保
育
作
業
が
あ

ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
五
五
㌫
が
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
治
山
事
業
が
昭

和
三
十
年
代
か
ら
行
わ
れ
、
現
在
も
四
つ
の
支

流
域
で
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

部
内
の
上
市
町
に
は
、「
雪
と
岩
の
殿
堂
」

と
呼
ば
れ
る
標
高
二
、九
九
九
㍍
の
「
剱
岳
」

が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
新
田
次
郎
の
小
説
「
剱

岳
点
の
記
」
が
、
大
村
大
作
氏
に
よ
り
同
名
で

映
画
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
町
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

の
一
環
と
し
て
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
剱
・

き
ら
め
き
の
森
」
が
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
の
基
地
に
は
、「
懐
か
し
い
里
山
の
風

景
と
歴
史
文
化
が
楽
し
め
る
エ
リ
ア
」、「
剱
岳

の
玄
関
口
、
大
自
然
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
エ

リ
ア
」、「
自
然
と
歴
史
が
香
る
雰
囲
気
が
味
わ

え
る
エ
リ
ア
」
の
三
つ
の
個
性
豊
か
な
エ
リ
ア

か
ら
な
っ
て
お
り
、
訪
れ
た
方
の
た
め
に
セ
ラ

ピ
ー
弁
当
が
二
種
類
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

魚
津
市
に
は
、
片
貝
川
の
支
流
で
あ
る
南
又

谷
の
標
高
五
〇
〇
～
七
〇
〇
㍍
付
近
に
は
、

「
洞
杉
」
と
呼
ば
れ
る
巨
木
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ス
ギ
は
空
洞
を
持
っ
た
杉
と
い
う
こ
と

で
付
け
ら
れ
た
俗
称
の
よ
う
で
す
。
急
傾
斜
地

の
岩
場
や
転
石
に
根
を
か
ら
め
て
、
主
幹
を
持

た
ず
に
幹
を
分
散
し
て
複
雑
な
樹
形
を
作
り
上

げ
て
い
る
と
い
っ
た
、
珍
し
い
生
育
形
態
を

持
っ
た
ス
ギ
で
す
。
同
じ
流
域
に
は
、
龍
石
神

社
が
あ
り
、
龍
石
（
蛇
石
）
と
呼
ば
れ
る
奇
石

が
あ
り
ま
す
。
干
ば
つ
の
時
に
は
、
こ
の
石
を

叩
く
と
必
ず
雷
雨
が
伴
う
と
、
信
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、［
水
の
学
び
舎
ツ
ア
ー
］
が
魚
津

市
主
催
で
開
催
さ
れ
、
魚
津
市
の
水
源
で
も
あ

る
、
片
貝
国
有
林
内
に
あ
る
治
山
施
設
の
見
学

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
う
ま
く
な
い
説
明

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
方
に
は
、
日

頃
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
有
林
に
入
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
復
旧
治
山
事
業
で
造
ら
れ
た

堰
堤
群
を
見
て
、
森
林
管
理
署
の
事
業
に
感
心

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
違
う
現
場
を
見
学

し
て
み
た
い
と
い
う
意
見
が
、
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ

て
、
国
有
林
野
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

阿部木谷の治山えん堤群

初冬の剱岳

水の学び舎ツアーの様子 片貝川南又谷洞杉
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ご当地

自慢
愛知県 新城市

長篠設楽原

愛知森林管理事務所

36

◆
長
篠
設
楽
原
Ｐ
Ａ

　

長
篠
と
言
え
ば
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五

年
）
武
田
勝
頼
軍
一
万
五
千
人
と
織
田
・
徳
川

連
合
軍
三
万
八
千
人
の
決
戦
場
と
知
ら
れ
、
武

田
軍
が
一
万
二
千
人
、
連
合
軍
が
五
千
人
を
失

い
、
武
田
軍
が
撤
退
し
た
歴
史
が
あ
り
、
こ
れ

を
活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　

新
城
市
は
、
愛
知
県
東
部
に
位
置
し
、
新
城

市
、
鳳
来
町
、
作
手
村
の
新
設
合
併
に
よ
っ
て

平
成
十
七
年
十
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

同
市
の
主
な
観
光
資
源
は
、
桜
淵
公
園
や
霊

鳥
仏
法
僧
（
コ
ノ
ハ
ズ
ク
）
の
棲
む
鳳
来
寺
山

な
ど
が
名
勝
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
新
東
名

　

平
成
二
十
八
年
二
月
十
三
日
、
浜
松
い
な
さ

Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
豊
田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
迄
が
開
通
し
、
新

城
市
で
は
地
域
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

長
篠
設
楽
原
Ｐ
Ａ
は
、
戦
国
時
代
に
関
連
し

た
グ
ッ
ズ
類
の
展
示
販
売
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、
合
戦
当
時
の
歴
史
を

知
る
模
造
品
（
火
縄
銃
、
刀
類
）
の
展
示
販
売

や
馬
防
柵
等
の
設
置
が
あ
り
、
売
店
で
は
歩
兵

隊
の
衣
装
を
着
た
店
員
が
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

類
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
城
市
で
は
、
新
東
名
の
開
通
に
伴
う
Ｉ

Ｃ
・
Ｐ
Ａ
の
設
置
に
よ
る
一
般
観
光
客
の
集
客

と
そ
の
経
済
効
果
を
期
待
し
た
事
業
が
新
た
に

加
わ
り
、
戦
国
時
代
の
造
詣
に
関
係
な
く
、
是

非
一
度
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま

す
。

◆
ア
ク
セ
ス

【
新
東
名
】
新
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
下
り
車
線
を
走
行

し
約
一
分
。

【
一
般
道
】
新
城
市
役
所
か
ら
市
道
を
走
行
し

約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
外
部
専
用
駐
車
場
に
乗

り
入
れ
可
能
。

【
鉄
道
】
Ｊ
Ｒ
新
城
駅
前
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
、
約
八
分
程
で
到
着
。

馬防柵


